
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

福島県子どものこころのケア事業 

 

コモンセンス・ペアレンティングとは… 

アメリカの Girls and Boys Town（全米最大の児童福祉施設）で開発されたペアレント・ト

レーニング(親訓練)のプログラム。認知行動療法の理論背景を基に、子どもの問題行動を減

らし、望ましい行動を効果的にしつけられるスキルの獲得を経験的に学習するプログラム。 

しつけのスキルを身に付けることから、親と子どもの虐待的交流を少なくし、親と子の関係

を向上させ、子どもの問題行動に教育的に対処できるように教育するもの。本講座は、日本

の文化などを考慮して作成された「神戸少年の町版コモンセンスペアレンティング」を用い

て実施する。 

講師 佐藤 早苗氏（福島県中央児童相談所） 

 アメリカで開発された CSP を社会福祉法人 神戸少年の町 野口啓示氏が日本語版に

開発「CSP トレーナー養成講座」が始まった。佐藤早苗氏も養成講座へ参加し、H23 年、

トレーナーオブトレーナー資格を取得。その後、県主催による養成講座を行っている。 
  

 

 

( 保 育 士 ・ 幼 稚 園 教 諭 ・ 保 健 師 ・

心理士・児童相談所職員・児童養護施設職員・

子育て支援 NPO 職員など） 
 

（福島市大町 4-15） 

（但し３日間参加できる方。尚、定員になり次第締め切らせて頂きます。） 

 

 

・暴力以外の方法を用いたしつけのスキルを学び、伝えたい。 
 

・子どもの問題行動を減らし、望ましい行動を増やすための 

効果的な方法を身に着けたい。 
 

 

 

 
こんな方にぜひ受

けて頂きたい！！

福島県に心理判定員として採用。 

 2007 年「CSP トレーナー資格取得」その後、2011 年「CSP トレーナー・オブ・トレーナー資格取得」

2011 年から現在まで中央児童相談所相談課長を務める。 



 

 

 
 

 

締切 2013 年 8 月 23 日（金）       

コモンセンス・ペアレンティング・トレーナー養成講座 


